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■概要
アピ 50 CHB/EメディウムはBacillus及び関連菌種、さらに腸内細菌科とビブリオ
科に属するグラム陰性桿菌を同定する目的で使用します。本培地は調製済みであり、
アピ 50 CH プレートで49種類の炭素源に対する発酵能が確認できます。

■原理
本培地を用いて被検菌菌液を調製し、プレートの各チューブに分注します。培養中、
炭素源が発酵されることにより酸が生成されると、pHの低下に伴い指示薬の色が
変化します。得られた生化学プロファイルから、菌種同定用ソフトウェアを用い、
菌種を同定します。アピ 20 プレートはアピ 50 CHの追加試験として使用します
（Bacillus及び関連菌種では任意ですが、腸内細菌科とビブリオ科では必須です）。

■包装内容（10テスト）
－アピ 50 CHB/E メディウム（アンプル）　‥‥ 10本
－添付文書 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1部

■培地組成
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この添付文書をよく読んでから使用してください。

※※２０１５年３月改訂（第４版）
※２００８年１１月改訂（第3版）

品番  50430

®

50 CHB／E Medium(アピ 50 CHB／Eメディウム)
Bacillus及び関連菌種 / 腸内細菌科及び ビブリオ科
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研究・産業分野用検査キット

表示使用量は、使用する原材料の力価に応じて調整されています

アピ 50 CHB/E
メディウム
10 mL

硫酸アンモニウム  2 g
酵母エキス 0. 5 g
トリプトン（ウシ/ブタ由来）  1 g
リン酸ニナトリウム  3. 22 g
リン酸一カリウム  0. 12 g
微量元素溶液 10 mL
フェノールレッド  0. 17 g
脱イオン水 1000 mL
pH 7. 4-7. 8　（20-25℃）
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■本キットを使用の際に必要な試薬及び器具
試薬／機器（Bacillus 及び関連菌種の場合）：
－アピ 50 CH プレート（品番50300）
－アピ 20 プレート（品番20100）
－アピ 20 用添加試薬：TDA 試薬（品番70402）、JAMES 試薬（品番70542）、
VP1+2 試薬（品番70422）及びNIT1+2 試薬（品番70442）
－APIWEB® 同定用ソフトウェア（品番40011）（ビオメリュー社製）
－ミネラルオイル（品番70100）
－0. 85%滅菌生理食塩液 5 mL（品番20230）
－マクファーランドスタンダード（品番70900）：濁度2
－デンシマット（品番99234）
試薬／機器（腸内細菌科及び ビブリオ科の場合）：
－アピ 50 CH プレート（品番50300）
－アピ 20 プレート（品番20100）
－アピ 20 用添加試薬：TDA 試薬（品番70402）、JAMES 試薬（品番70542）、
VP1+2 試薬（品番70422）及びNIT1+2 試薬（品番70442）
－APIWEB®  同定用ソフトウェア（品番40011）（ビオメリュー社製）
－ミネラルオイル（品番70100）
－サスペンションメディウム 5 mL（品番20150）
－マクファーランドスタンダード（品番70900）：濁度0. 5
－デンシマット（品番99234）
その他関連試薬及び器具：
－アピピペット（品番70250）
－アンプル立て（品番70200）
－滅菌精製水または滅菌生理食塩水 1 mL
－微生物検査用実験器具類

■取扱い注意事項
・　微生物制御試験用
・　微生物試験従事者による使用のみ可
・　本キットには動物由来製品が含まれます。使用動物の由来や衛生状態は保証され
ていますが、このことは感染性病原体による製品汚染が全く無いことを完全に保
証するものではありません。従ってこれらの製品は感染性を有するものとして扱
い、飲込んだり吸い込んだりしないよう、通常の安全予防策を守って取り扱うこ
とをお勧めします。

・　検査材料、細菌培養、及び接種菌液はすべて感染性があるものとして、適切に取
り扱う必要があります。検査全体を通じて、細菌を扱う際には無菌操作の実施と
通常の注意を払う必要があります。この件に関しては、“CLSI® M29-A, Protection 
of Laboratory Workers from Occupationally Acquired Infections ; Approved Guideline - 
Current revision”を参照して下さい。取扱注意事項の追加情報としては、
“ Biosafety in Microbiological and Biomedical Laboratories - CDC/NIH- Latest 
edition”または各国で現在使用されている規程に準拠して下さい。
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・　使用期限を過ぎた培地は使用しないで下さい。
・　使用前に、アンプルの破損のないことを確認して下さい。
・　培地を室温に戻してから使用して下さい。
・　以下の手順に従い、注意してアンプルを開けて下さい。

－アンプルをアンプルプロテクターに差し込んで下さい。
－アンプルプロテクターに入ったアンプルを片手で垂直に持って下さい
（白色プラスチックキャップが上になるように立てます）。
－キャップをできる限り下向に押します。
－キャップの溝面部分に親指を置き、前に押出してアンプル先端部を折り
ます。
－アンプルをアンプルプロテクターから取り出し、次の使用のため近くに
置きます。
－キャップを注意深く取り除きます。

・　提示された性能データは、本書に記載された操作方法を用いて得られたものです。
方法の変更や修正は、同定結果に影響を及ぼす可能性があります。

・　検査結果の解釈は、患者の病歴、検査材料の由来、分離菌株のコロニー形態や染
色所見及び、もし必要となった際に実施される他の検査結果（特に薬剤感受性パ
ターンの結果）を考慮して行う必要があります。

■貯法
アピ 50 CHB/E メディウムは、2～8℃で保存して下さい。使用期限は外箱に記載
してあります。

■検体（採取及び前処理）
臨床材料や他の検体をアピ 50 CHB/Eメディウムで直接検査することはできません。
検査に供する菌株は、通常の細菌検査法に従って適切な培地で分離培養する必要が
あります。
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■操作方法
Bacillusの場合
コロニーの選択
・　菌株が純培養されていることを確認します。
・　Bacillus属であることを確認します：好気性、芽胞形成桿菌、通常グラム陽性で
す。

・　普通寒天培地で培養します。
－被検菌の至適発育温度が不明な場合は、数枚の寒天培地を異なる温度で培養し
ます。
－遅発育菌の場合は、十分な菌量が得られるように2枚の寒天培地に培養します。
－中温菌は25～45℃で、16～18時間培養します。
－低温菌は20℃で、18～48時間培養します。
－高温菌は55℃で、12～16時間培養します。

・　Bacillus lentusは、滅菌前に普通寒天培地に尿素を 1 g/L で添加したものを使用す
ることにより増殖が促進されます。

プレートの準備
アピ 50 CHと任意使用であるアピ 20の添付文書を参照して下さい。
菌液調製
菌液は、調製後直ちに使用して下さい。
・　デンシマットを使用する場合：
1） アピ 50 CH プレート用接種菌液：
－“取扱い注意事項”項の指示に従って、アピ 50 CHB/Eメディウムのアンプル
を開けて下さい。
－コロニーを数個釣菌します。
－アピ 50 CHB/Eメディウム中で、マクファーランド濁度2になるよう菌液を調
製します。

2） アピ 20 プレート用接種菌液：
－“取扱い注意事項”項の指示に従って、0. 85%滅菌生理食塩液のアンプルを開
けて下さい。
－コロニーを数個釣菌します。
－マクファーランド濁度2になるよう菌液を調製します。

・　デンシマットを使用しない場合：
1） アピ 20 プレート用接種菌液：
－1 mL 滅菌生理食塩水を含む試験管を用意します。
－綿棒で培地中のコロニーを全て掻き取ります。
－試験管に濃厚菌液（S）を調製します。
－取扱い注意事項”項の指示に従って、5 mL用0. 85%滅菌生理食塩液のアンプル
を開けて下さい。
－濃厚菌液（S）を適当量滴下して、マクファーランド濁度2に調製します。この時、
滴下数（n）を記録しておきます。
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2） アピ 50 CH プレート用接種菌液：
－“取扱い注意事項”項の指示に従って、アピ 50 CHB/Eメディウムの入ったア
ンプルを開けて下さい。
－上記で記録した滴下数（n）の２倍量（2n）の濃厚菌液（S）をアピ 50 CHB/Eメディウ
ムに接種します。

・　均一化します。
注意：アピ 50 CH プレートと共にアピ 20 プレートを使用する場合、アピ 20 の添
付文書に従って操作して下さい。

プレートへの菌液接種
（アピ 50 CH及びアピ 20の添付文書を参照。）
・　チューブ部分（カップ部分を除く）にアピ 50 CHB/Eメディウムに調製した菌液
を接種して下さい。
注意：任意でミネラルオイルを重層しますが、偏性好気性菌の場合には重層しな
いで下さい。

・　アピ 20 プレートの最後の8試験はアピ 50 CH プレートと重複しているため、
アピ 20 プレートの最初の12試験のみ菌液を接種します。GLU試験はNIT反応を
調べるために使用します。

プレートの培養
培養：
－高温菌では、産生ガスを捕捉するためチューブの底部を上にしてアピ 50 CH 
プレートを少し傾け、55 ± 2℃で3時間～3時間半、6時間～6時間半、及び24
時間（± 2時間）培養します。
－その他の菌種では、29 ± 2℃で24時間（± 2時間）及び48時間（± 6時間）
培養します。
注意：アピ 20 プレートも同じ条件で培養する必要があります。

■判定及び解析
プレートの読み取り
（アピ 50 CH及びアピ 20の添付文書を参照して下さい。）
・　結果の読み取り：
－高温菌では、3時間～3時間半、6時間～6時間半、及び24時間（± 2時間）培養
後に読み取ります。
－その他の菌種では、24時間（± 2時間）及び48時間（± 6時間）培養後に読み
取ります。

・　アピ 50 CH プレート：
－陽性反応では、酸化により培地中のフェノールレッド指示薬が黄色に変化しま
す。
－エスクリン試験（番号25）では、赤色から黒色に変化します。

注意：陽性反応が2回目の読み取りで陰性になった場合、最終的に陽性と判定します
（ペプトンからアンモニアが産生され、アルカリ化が生じたため）。
－結果を成績記入用紙に記入します。

̶5̶

50430能書.indd   5 15/05/12   10:34



スミ

・　アピ 20 プレート：
－添加試薬は最後の読み取り時に添加します。
－読み取り方法は、アピ 20の添付文書を参照して下さい。最初の11試験とGLU
試験を使ったNIT反応を最終解析のために記録します。

解析
最後の読み取りで得られた生化学プロファイルをAPIWEB®同定ソフトウェア（デー
タベース V4. 1）を用いて同定します。
注意：
生化学プロファイルの用途：

・　他の結果とともに分類学的研究に使用できます。
・　そのままで、同定菌株の特徴付けや相互比較に使用できます。

腸内細菌科の場合

コロニーの選択

・　菌株が単一に分離されていることを確認します。
・　トリプケースソイ寒天培地などの普通寒天培地を用いて、37℃で18～24時間培養
します。

・　被検菌が腸内細菌科またはビブリオ科に属することを確認します。
プレートの準備
アピ 50 CH及びアピ 20の添付文書を参照して下さい。
菌液調製
菌液は、調製後は直ちに使用して下さい。
・　デンシマットを使用する場合：
－“取扱い注意事項”の指示に従って、アピ 50 CHB/Eメディウムのアンプルを
開けます。
－コロニーを数個釣菌します。
－アピ 50 CHB/E メディウムのアンプル中にマクファーランド濁度0. 5になるよ
うに接種菌液を調製します。

・　デンシマットを使用しない場合：
－“取扱い注意事項”の指示に従って、アピ 50 CHB/Eメディウムのアンプルを
開けて下さい。
－コロニーを数個釣菌し、滅菌精製水1 mLに懸濁しマクファーランド濁度4にな
るように調製します。
－菌液をアピ 50 CHB/Eメディウムのアンプルに移し入れます。

・　均一化します。
・　アピ 20 プレート用の接種菌液は、アピ 20 の添付文書の方法に従って調製しま
す。

プレートへの菌液接種
（アピ 50 CH及びアピ 20の添付文書を参照。）

̶6̶
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・　チューブ部分（カップ部分を除く）にアピ 50CHB/E メディウムに調製した菌液を
接種し、ミネラルオイルを全ての試験に重層します。

・　アピ 20 プレートの最初の11試験に菌液を接種します。
プレートの培養
好気条件下で、36 ± 2℃、24時間（± 2時間）及び48時間（± 6時間）培養します。

■判定及び解析
プレートの読み取り
（アピ 50 CH及びアピ 20の添付文書を参照して下さい。）
・　24時間（± 2時間）及び48時間（± 6時間）培養後、判定を行います。
・　アピ 50 CH プレート：
－陽性反応では、酸化により培地中のフェノールレッド指示薬が黄色に変化しま
す。
－エスクリン試験（番号25）では、赤色から黒色に変化します。
注意：陽性反応が2回目の読み取りで陰性になった場合、最終的に陽性と判定
します（ペプトンからアンモニアが産生され、アルカリ化が生じたため）。

－結果を成績記入用紙に記入します。
・　アピ 20 プレート：
－添加試薬は最後の読み取り時に添加します。
－判定方法は、アピ 20 の添付文書を参照して下さい。最初の11試験を最終解析
のために記録します。

解析
最後の判定で得られた生化学プロファイルをAPIWEB®同定ソフトウェア（データベー
ス V3. 2）を用いて同定します。
注意：
生化学プロファイルの用途：
・　他の結果とともに分類学的研究に使用できます。
・　そのままで、同定菌株の特徴付けや相互比較に使用できます。

■品質管理
本培地及びプレートは、各製造工程において体系的に品質管理が行われています。
施設毎にプレートの品質管理を実施する場合は、下記の菌株を使用することをお勧
めします。

Bacillus：Paenibacillus polymyxa　ATCC® 43865TM

̶7̶

上記結果は、30℃の培養で得られたものです。
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腸内細菌科：1. Klebsiella pneumoniae ssp pneumoniae ATCC® 35657TM または
2. Providencia alcalifaciens　　　  ATCC® 9886TM

ATCC：American Type Culture Collection, 10801 University Boulevard, Manassas, VA 
20110-2209, USA.
各国の定める規則に従って、本キット使用者の責任のもとで品質管理を実施して下さ
い。

■使用制限
・　アピ 50CHB/E メディウムは、専用のデータベースに含まれている菌種の同定の
みを行います（“陽性率表”を参照して下さい）。データベースに含まれない菌種
の同定やデータベースに含まれていない菌種であることを確認する目的には使用
できません。

・　単一分離菌から得られた純培養菌のみを使用して下さい。

■期待値結果の範囲
各種生化学性状反応の期待値結果の範囲について“陽性率表”を参照して下さい。

■性能
・　Bacillus及び関連菌種：

本データベースに属する保存菌株及び各種材料由来の菌株1, 378株が検討されま
した:
－91. 1%の菌株が正確に同定されました。（追加試験を含む）
－3. 9%の菌株は同定不能でした。
－5. 0%の菌株は誤同定でした。

・　腸内細菌科及びビブリオ科：
本データベースに属する保存菌株及び各種材料由来の菌株2, 930株が検討されま
した:
－93. 93%の菌株が正確に同定されました。（追加試験を含む）
－4. 47%の菌株は同定不能でした。
－1. 60%の菌株は誤同定でした。

■廃棄処理
使用後試薬、未使用試薬及び汚染された器具類は、感染の危険性があるものとして
適切に廃棄してください。廃棄物や廃液の取扱は、その種類や危険度に応じて適切
な規程の元に各施設で責任を持って処理及び廃棄（外部専門業者に処理及び廃棄を
依頼する）を行ってください。

̶8̶
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Bacillus属同定の操作手順

Bacillus 属及び関連菌種

濃厚菌液（S）の調製

菌液調製

滅菌生理食塩液1 mL

0.85％滅菌生理
食塩液 5 mL

0.85％滅菌生理
食塩液 5 mL

アピ 50 CHB/E 
メディウム

同定
APIWEB®を用いて行う。

マクファーランド濁度2

通性嫌気性菌はミネ
ラルオイルを重層

添加試薬

TDA ： TDA試薬
IND  ： JAMES  試薬
VP  ： VP1試薬 + VP2試薬
GLU （NO2）
：NIT1試薬 + NIT2試薬
（+Zn）

16:00 - 18:00　　　　25 - 45℃
または

18:00 - 48:00　　　　20℃
または

12:00 - 16:00　　　　55℃

24:00±2:00　+　48:00±6:00　　　29℃±2℃
または 

3:00-3:30　+　6:00-6:30　+　24:00±2:00　　55℃±2℃

または

S

n

2n

アピ 50 CH

アピ 20 アピ 20

+ - + - + -

アピ20
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腸内細菌科同定の操作手順

腸内細菌科、ビブリオ科

菌液調製

菌液調製

滅菌精製水1 mL

0.85％滅菌生理食塩液
5 mL
または

サスペンションメディウム
5 mL

アピ 50 CHB/E メディウム

同定
APIWEB®を用いて行う。

マクファーランド濁度0. 5

マクファーランド濁度4

ミネラルオイルを
重層

添加試薬

TDA ： TDA試薬
IND  ： JAMES  試薬
VP  ： VP1試薬 + VP2試薬
GLU （NO2）
：NIT1試薬 + NIT2試薬
（+Zn）

18:00 - 24:00　　　　　　　37℃

または

1コロニー

アピ 50 CH

アピ 20

+ - + - + -

アピ20

24:00 ±2:00
48:00 ±6:00

36℃ ±2℃
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陽性率表（培養条件は表中に記載、単位%）

 （Bacillus）

※※
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陽性率表（36±2℃、48±6時間培養、単位%）

 （腸内細菌科）

※※
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製造販売元
〒141－0032　東京都品川区大崎一丁目２番２号　大崎セントラルタワー８階

07964 F- GB-2005/12
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